
 
 

 

 

高等学校専攻科の質担保の仕組みについて（案） 

 
                  

１．基準について 

 現状：高等学校設置基準で生徒数等に応じた教員や施設についての基準が設けられて

いる（本科・専攻科の区別はない） 
 
○修了者が大学に編入学できる高等学校専攻科※の基準は、専修学校専門課程を参考に

しつつ、以下のとおりとしてはどうか。※中等教育学校後期課程、特別支援学校高等部の専攻科を含む 

 

 大学に編入学できる 

高等学校専攻科（案） 

（参考）大学に編入学できる 

専修学校専門課程 

入学者資格 ・高等学校、中等教育学校、特別支援

学校高等部卒業者 ✻ 

 

・高等学校、中等教育学校、特別支援

学校高等部卒業者、 

・専修学校高等課程修了者の一部 

修業年限 ２年以上 ２年以上 

年間授業時数 

（単位時間） 

原則８００時間以上 原則８００時間以上 

 

総授業時数 

（単位時間） 

全課程で１７００時間以上 

 

全課程で１７００時間以上 

 

授業時間の

単位への 

換算 

４５時間の学修を１単位として、 

講義・演習 １５～３０授業時間  

実験・実習 ３０～４５授業時間  

の間で専攻科が定める時間数を 

１単位とする。 

４５時間の学修を１単位として、 

講義・演習 １５～３０授業時間  

実験・実習 ３０～４５授業時間  

の間で専修学校が定める時間数を 

１単位とする。 

教員資格 ・修士の学位を有する者 

・学士の学位を有する者で、２年以上

の教育、研究又は技術に関する業務

の経験者 

・２年以上の高校主幹教諭、指導教諭、

教諭の経験者 

・短期大学士の学位（準学士の称号）

を有する者で、４年以上の教育、研

究又は技術に関する業務の経験者 

・専修学校専門課程修了者で、当該課

程の修業年限と教育、研究又は技術

に関する業務の経験を通算して６

年以上となる者 

・修士の学位を有する者 

・学士の学位を有する者で、２年以上

の教育、研究又は技術に関する業務

の経験者 

・２年以上の高校主幹教諭、指導教諭、

教諭の経験者 

・短期大学士の学位（準学士の称号）

を有する者で、４年以上の教育、研

究又は技術に関する業務の経験者 

・専修学校専門課程修了者で、当該課

程の修業年限と教育、研究又は技術

に関する業務の経験を通算して６

年以上となる者 

 

資料３ 

- 1 -



 

・高等学校専攻科修了者で、当該課程

の修業年限と教育、研究又は技術に

関する業務の経験を通算して６年

以上となる者 

・特定の分野について、特に優れた知

識、技術、技能及び経験を有する者 

・その他上記に掲げる者と同等以上の

能力があると認められる者 

 

 

 

 

・特定の分野について、特に優れた知

識、技術、技能及び経験を有する者 

・その他上記に掲げる者と同等以上の

能力があると認められる者 

教員数 80 人まで        3 人 

81 人～ 200 人  4～ 6 人 

201 人～ 600 人  7～14 人 

601 人以上    15 人以上 

※ うち半数以上が専任教員 

80 人まで       3 人 

81 人～ 200 人  4～ 6 人 

201 人～ 600 人 7～14 人 

601 人以上   15 人以上 

※ うち半数以上が専任教員 

校舎面積 専用面積 

260 ㎡＋３×（生徒総定員－40） 

工、農、医療系の場合 

※ただし特別の事情があり教育上支障が

ない場合はこの限りでない。 

 

260 ㎡＋３×（生徒総定員－40） 

工、農、医療系の場合 

※ただし特別の事情があり教育上支障が

ない場合はこの限りでない。 

施設 専用の教室等 

※ 教員研究室等は努力義務 

 

※ 職員室、事務室、保健室、図書室は

本科と共用可能なため専用のものの設

置を求めない。 

教室、教員室、事務室等 

※ 図書室、保健室、教員研究室等は努

力義務 

 

✻既に法令で基準が設けられているもの 
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２．評価について 

現状：教育活動その他学校の運営状況について自己評価を行い、その結果を公表し、

設置者に対して報告することが義務付けられている。また、その評価の結果

を踏まえた当該高校の生徒の保護者その他の高校の関係者による評価を行

い、その結果を公表するよう努めるものとされている。 

 
 
○努力義務とされている「学校関係者評価 」について、その実施と結果の公表を

義務づけることとしてはどうか。 

※学校関係者評価とは、保護者、地域住民等の学校関係者が、自己評価の結果を踏まえ

て行う評価であり、いわゆる外部評価の一類型である。現行でも保護者の他に大学教

員など第三者を含めて実施している場合もある。 

 

○その上で、専攻科と本科を分けて評価することとしてはどうか。 

 

○また、評価者は、編入学を認められる水準かどうかを判断する観点から、相当数

の大学関係者や高等教育の評価に携わる者等を入れることとしてはどうか。 

 

○さらに、高等教育段階の編入学については、高等教育の質を担保・充実を図る観

点から検証し、その結果に基づいて評価の在り方について所要の改善を行ってい

くこととしてはどうか。 

 

  

 

  

※ 
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参照条文 

 

【基準関係】 

●学校教育法（昭和 22 年法律第 26 号）（抄） 

第百三十二条 専修学校の専門課程（修業年限が二年以上であることその他の文部科学大臣の定

める基準を満たすものに限る。）を修了した者（第九十条第一項に規定する者に限る。）は、文

部科学大臣の定めるところにより、大学に編入学することができる。 

 

●学校教育法施行規則（昭和 22 年文部省令第 11号）（抄） 

第百八十六条 学校教育法第百三十二条に規定する文部科学大臣の定める基準は、次のとおりと

する。 

一 修業年限が二年以上であること。 

二 課程の修了に必要な総授業時数が別に定める授業時数以上であること。ただし、第百八十

三条の二第二項の規定により学年による教育課程の区分を設けない学科及び専修学校設置基

準第五条第一項に規定する通信制の学科にあつては、課程の修了に必要な総単位数が別に定

める単位数以上であること。 

２ 前項の基準を満たす専修学校の専門課程を修了した者は、編入学しようとする大学の定める

ところにより、当該大学の修業年限から、修了した専修学校の専門課程における修業年限に相

当する年数以下の期間を控除した期間を在学すべき期間として、当該大学に編入学することが

できる。ただし、在学すべき期間は、一年を下つてはならない。 

 

●大学への編入学に係る専修学校の専門課程の総授業時数を定める件（平成 10 年文部省告示第

125 号）（抄） 

学校教育法施行規則（昭和二十二年文部省令第十一号）第七十七条の八※第一項第二号の規定

に基づき、専修学校の専門課程を修了した者が大学へ編入学できる専修学校の専門課程の総授

業時数を次のように定める。 

課程の修了に必要な総授業時数が千七百時間以上であること 

 ※ 施行規則第 77 条の８は平成 19 年施行規則改正により現行第 186 条。 

 

●専修学校設置基準（昭和 51 年文部省令第 2号）（抄） 

（単位時間） 
第九条 専修学校の授業における一単位時間は、五十分とすることを標準とする。 

 
（昼間学科及び夜間等学科の授業時数） 

第十六条 昼間学科の授業時数は、一年間にわたり八百単位時間以上とする。 
２ （略） 
第十九条 専修学校の専門課程における生徒の学修の成果を証する必要がある場合において、当

該生徒が履修した授業科目の授業時数を単位数に換算するときは、四十五時間の学修を必要と

する内容の授業科目を一単位とすることを標準とし、専修学校の教育の特性を踏まえつつ、授

業の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間外に必要な学修等を考慮して、次の基準
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により行うものとする。 
一 講義及び演習については、十五時間から三十時間までの範囲で専修学校が定める授業時数

をもつて一単位とする。 
二 実験、実習及び実技については、三十時間から四十五時間までの範囲で専修学校が定める

授業時数をもつて一単位とする。ただし、芸術等の分野における個人指導による実技の授業

については、専修学校が定める授業時数をもつて一単位とすることができる。 
２ 前項の規定にかかわらず、卒業研究、卒業制作等の授業科目の授業時数については、これら

に必要な学修等を考慮して、単位数に換算するものとする。 
 
（昼間学科又は夜間等学科のみを置く専修学校の教員数） 

第三十九条 昼間学科又は夜間等学科のみを置く専修学校における教員の数は、別表第一に定め

る数以上とする。 
２ 前項の教員の数の半数以上は、専任の教員（専ら当該専修学校における教育に従事する校長

が教員を兼ねる場合にあつては、当該校長を含む。以下この項及び次条第二項において同じ。）

でなければならない。ただし、当該専任の教員の数は、三人を下ることができない。 
 
（教員の資格） 

第四十一条 専修学校の専門課程の教員は、次の各号の一に該当する者でその担当する教育に関

し、専門的な知識、技術、技能等を有するものでなければならない。 
一 専修学校の専門課程を修了した後、学校、専修学校、各種学校、研究所、病院、工場等（以

下「学校、研究所等」という。）においてその担当する教育に関する教育、研究又は技術に関

する業務に従事した者であつて、当該専門課程の修業年限と当該業務に従事した期間とを通

算して六年以上となる者 
二 学士の学位を有する者にあつては二年以上、短期大学士の学位又は準学士の称号を有する

者にあつては四年以上、学校、研究所等においてその担当する教育に関する教育、研究又は

技術に関する業務に従事した者 
三 高等学校（中等教育学校の後期課程を含む。）において二年以上主幹教諭、指導教諭又は教

諭の経験のある者 
四 修士の学位又は学位規則（昭和二十八年文部省令第九号）第五条の二に規定する専門職学

位を有する者 
五 特定の分野について、特に優れた知識、技術、技能及び経験を有する者 
六 その他前各号に掲げる者と同等以上の能力があると認められる者 

 
（校舎等） 
第四十六条 専修学校の校舎には、目的、生徒数又は課程に応じ、教室（講義室、演習室、実習

室等とする。）、教員室、事務室その他必要な附帯施設を備えなければならない。 
２ 専修学校の校舎には、前項の施設のほか、なるべく図書室、保健室、教員研究室等を備える

ものとする。 
３ 専修学校は、目的に応じ、実習場その他の必要な施設を確保しなければならない。 
 

（昼間学科又は夜間等学科のみを置く専修学校の校舎の面積） 
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第四十七条 昼間学科又は夜間等学科のみを置く専修学校の校舎の面積は、次の各号に定める区

分に応じ、当該各号に定める面積以上とする。ただし、地域の実態その他により特別の事情が

あり、かつ、教育上支障がない場合は、この限りでない。 

一 一の課程のみを置く専修学校で当該課程に一の分野についてのみ学科を置くもの 別表第

二イの表により算定した面積 

二 （略） 

 

別表第一 昼間学科又は夜間等学科に係る教員数（第三十九条関係） 

課程の

区分 

学科の属する分野

の区分 

学科の属する分野ごとの生徒

総定員の区分 
教員数 

高等課

程又は

専門課

程 

工業関係、農業関

係、医療関係、衛生

関係又は教育・社会

福祉関係 

八十人まで 3 

八十一人から二百人まで 3＋｛（生徒総定員－ 80）÷40｝ 

二百一人から六百人まで 6＋｛（生徒総定員－200）÷50｝ 

六百一人以上 14＋｛（生徒総定員－600）÷60｝ 

商業実務関係、服

飾・家政関係又は文

化・教養関係 

八十人まで 3 

八十一人から二百人まで 3＋｛（生徒総定員－ 80）÷40｝ 

二百一人から四百人まで 6＋｛（生徒総定員－200）÷50｝ 

四百一人以上 10＋｛（生徒総定員－400）÷60｝ 

（略） （略） （略） （略） 

備考一 この表の算式中生徒総定員とあるのは、学科の属する分野ごとの生徒総定員をいう。 
  二 （略） 

 
別表第二 昼間学科又は夜間等学科に係る校舎面積（第四十七条関係） 
イ 基準校舎面積の表 

課程の

区分 

学科の属する分野

の区分 

学科の属する分野ごとの生徒

総定員の区分 

面積 

（平方メートル） 

高等課

程又は

専門課

程 

工業関係、農業関

係、医療関係、衛生

関係又は教育・社会

福祉関係 

四十人まで 260 

  

四十一人以上 260+3.0×（生徒総定員－40） 

  

商業実務関係、服

飾・家政関係又は文

化・教養関係 

四十人まで 200 

四十一人以上 200+2.5×（生徒総定員－40） 

（略） （略） （略） （略） 

備考一 （略） 

  二 （略） 

ロ （略） 
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【評価関係】 

●学校教育法（昭和 22 年法律第 26 号）（抄） 

第四十二条 小学校は、文部科学大臣の定めるところにより当該小学校の教育活動その他の学校

運営の状況について評価を行い、その結果に基づき学校運営の改善を図るため必要な措置を講

ずることにより、その教育水準の向上に努めなければならない。 

 

第六十二条 第三十条第二項、第三十一条、第三十四条、第三十七条第四項から第十七項まで及

び第十九項並びに第四十二条から第四十四条までの規定は、高等学校に準用する。この場合に

おいて、第三十条第二項中「前項」とあるのは「第五十一条」と、第三十一条中「前条第一項」

とあるのは「第五十一条」と読み替えるものとする。 

 

第百三十三条 第五条、第六条、第九条から第十二条まで、第十三条第一項、第十四条及び第四

十二条から第四十四条までの規定は専修学校に、第百五条の規定は専門課程を置く専修学校に

準用する。（略） 
② （略） 

 

●学校教育法施行規則（昭和 22 年文部省令第 11号）（抄） 

第六十六条 小学校は、当該小学校の教育活動その他の学校運営の状況について、自ら評価を行

い、その結果を公表するものとする。 

２ 前項の評価を行うに当たつては、小学校は、その実情に応じ、適切な項目を設定して行うも

のとする。 

 

第六十七条 小学校は、前条第一項の規定による評価の結果を踏まえた当該小学校の児童の保護

者その他の当該小学校の関係者（当該小学校の職員を除く。）による評価を行い、その結果を公

表するよう努めるものとする。 

 

第六十八条 小学校は、第六十六条第一項の規定による評価の結果及び前条の規定により評価を

行つた場合はその結果を、当該小学校の設置者に報告するものとする。 

 

第百四条 第四十三条から第四十九条まで（第四十六条を除く。）、第五十四条、第五十七条から

第七十一条まで（第六十九条を除く。）の規定は、高等学校に準用する。 

 

第百八十九条 第五条の規定は専修学校の名称、位置又は学則の変更の届出について、第十一条

の規定は専修学校の目的の変更の認可の申請及び専修学校の学科の設置に係る学則の変更の届

出について、第六条、第七条、第十四条、第十九条、第二十五条から第二十八条まで、第五十

八条、第六十条及び第六十六条から第六十八条までの規定は専修学校について、第百六十四条

の規定は専門課程を置く専修学校について、それぞれ準用する。（略） 
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の
既
修
得
単
位
の
認
定

・
途
中
年
次
へ
の
入
学

短
大
（
専
攻
科
含
む
）
に
お
け
る
学
修

高
専
（
専
攻
科
含
む
）
に
お
け
る
学
修

短
大
卒
業

高
専
卒
業

専
門
学
校
（
修
業
年
限
２
年
以
上
）
に
お
け
る
学
修

専
門
学
校
（
修
業
年
限
２
年
以
上
＋
授
業
時
間

17
00
時
間
）
修
了

法
律
に
定
め
る
講
習
（
教
員
免
許
認
定
講
習
、
社
会
教
育
主
事
講
習

な
ど
）

文
部
科
学
大
臣
認
定
技
能
審
査
（
英
検
、
漢
検
等
）
に
係
る
学
修

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
，
Ｔ
Ｏ
Ｅ
ＩＣ
に
係
る
学
修

意
義

効
果

法
令

対
象

大
学
以
外
で
の
一
定
の
学
修
に
つ
い
て
は
、
個
別
に
大
学
の
授
業
科
目
と
み

な
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
修
業
年
限
の
短
縮
に
つ
な
が
る
も
の
で
は
な
い
。
（
最

大
で
６
０
単
位
ま
で
し
か
認
め
ら
れ
な
い
。
）

一
定
の
組
織
的
・体
系
的
な
学
修
全
体
が
単
位
認
定
の
対
象
と
な
る
場
合
、

修
業
年
限
の
短
縮
が
可
能
（＝
３
年
次
等
へ
の
編
入
学
が
可
能
）

（
編
入
学
の
場
合
、
６
０
単
位
を
超
え
て
認
定
す
る
こ
と
も
可
能
）

- 8 -

（別添）



編
入
学
制
度
に
つ
い
て

編
入
学
制
度
創
設

時
期

根
拠
規
定

学
校
に
関
す
る
要
件

学
生
に
関
す
る
要
件

短
期
大
学

（
Ｓ
２
５
年
創
設
）

同
左

学
校
教
育
法

第
１
０
８
条
７
項

－
短
期
大
学
を
卒
業
し
て
い
る
こ
と

高
等
専
門
学
校

（
Ｓ
３
６
年
創
設
）

同
左

学
校
教
育
法

第
１
２
２
条

－
高
等
専
門
学
校
を
卒
業
し
て
い
る
こ
と

専
門
学
校

（
Ｓ
５
０
年
創
設
）

Ｈ
１
０
年

学
校
教
育
法

第
１
３
２
条

①
修
業
年
限
２
年
以
上

②
課
程
の
修
了
に
必
要
な

総
授
業
時
数
が
１
７
０
０
時

間
以
上

①
左
記
の
要
件
を
満
た
す
専
門
学
校
を

卒
業
し
て
い
る
こ
と

②
大
学
入
学
資
格
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ

と

○
編
入
学
と
は
、
一
般
に
種
類
の
異
な
る
学
校
の
途
中
年
次
へ
の
入
学
の
こ
と
で
あ
り
、
学
校
教
育
法
で
規
定
さ
れ
て
い
る
修

業
年
限
の
短
縮
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
法
律
上
の
根
拠
が
必
要
で
あ
る
。

○
現
在
、
編
入
学
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
原
則
と
し
て
、
下
記
の
３
類
型
の
み
。

○
な
お
、
短
大
・
高
専
が
制
度
創
設
当
初
か
ら
大
学
へ
の
編
入
学
が
認
め
ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
専
門
学
校
に
つ
い
て
は
、

下
記
の
よ
う
な
経
過
で
編
入
学
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

平
成
３
年
文
部
省
告
示
第

68
号
（単
位
認
定
の
対
象
と
な
る
学
修
を
規
定
）

専
門
学
校
（
修
業
年
限
２
年
以
上
）に
お
け
る
学
修
が
、
大
学
に
お
け
る
単
位
認
定
の
対
象
に
な
る
。

平
成
４
年
生
涯
学
習
審
議
会
答
申

専
門
学
校
卒
業
者
に
大
学
編
入
学
資
格
を
認
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
今
後
検
討
が
望
ま
れ
る
と
さ
れ
、
以
後
、
大
学
審
議
会
に
お

い
て
検
討
。

平
成
１
０
年
学
校
教
育
法
改
正

一
定
の
基
準
を
満
た
す
専
門
学
校
（修
業
年
限
２
年
＋
授
業
時
間

17
00
時
間
）に
つ
い
て
、
大
学
へ
の
編
入
学
を
認
め
る
。

- 9 -



編
入
学
制
度
に
つ
い
て

「
高

等
教

育
の

一
層

の
改

善
に

つ
い

て
（
答

申
）」

（大
学

審
議

会
平

成
9年

12
月

18
日

）

1
高

等
教

育
の

一
層

の
改

善
に

つ
い

て
3

一
層

の
改

善
の

た
め

の
方

策
（
5）

学
生

の
流

動
性

（
選

択
の

幅
）
を

高
め

る
工

夫
４

専
門

学
校

卒
業

者
の

中
に

は
、

大
学

及
び

短
期

大
学

（以
下

、
・・

・
に

お
い

て
「大

学
等

」
と

い
う

。
）に

お
い

て
、

さ
ら

に
学

習
を

行
う

こ
と

を
希

望
す

る
者

が
い

る
。

大
学

等
が

こ
う

し
た

学
生

を
受

け
入

れ
る

こ
と

は
、

学
習

ニ
ー

ズ
の

多
様

化
に

適
切

に
応

え
る

も
の

で
あ

る
と

と
も

に
、

学
生

の
選

択
の

幅
を

拡
げ

高
等

教
育

に
お

け
る

学
生

の
流

動
性

を
高

め
る

観
点

か
ら

も
有

意
義

で
あ

る
。

ま
た

、
受

け
入

れ
に

当
た

っ
て

は
、

専
門

学
校

に
お

け
る

学
習

の
成

果
に

つ
い

て
適

切
に

評
価

す
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

と
と

も
に

、
学

校
教

育
制

度
に

お
け

る
い

わ
ゆ

る
袋

小
路

を
で

き
る

だ
け

解
消

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
こ

と
か

ら
、

今
後

、
一

定
の

専
門

学
校

卒
業

者
に

対
し

て
大

学
等

へ
の

編
入

学
の

途
を

開
い

て
い

く
よ

う
に

す
る

こ
と

が
適

当
で

あ
る

。
そ

の
際

、
専

門
学

校
の

制
度

の
特

色
と

し
て

、
多

様
な

形
態

の
学

校
が

認
め

ら
れ

て
い

る
こ

と
を

踏
ま

え
る

と
、

現
行

の
学

校
教

育
体

系
の

中
に

お
い

て
は

、
全

て
の

専
門

学
校

の
卒

業
者

に
つ

い
て

大
学

等
へ

の
編

入
学

を
認

め
る

こ
と

は
適

当
で

は
な

い
。

ど
の

よ
う

な
専

門
学

校
に

つ
い

て
認

め
て

い
く
か

に
つ

い
て

は
、

大
学

等
と

し
て

学
習

者
の

学
習

意
欲

に
で

き
る

限
り

応
え

て
い

く
こ

と
が

望
ま

し
い

こ
と

、
大

学
入

学
資

格
を

付
与

し
て

い
る

専
修

学
校

高
等

課
程

の
認

定
の

際
の

考
え

方
、

大
学

へ
の

編
入

学
が

認
め

ら
れ

て
い

る
短

期
大

学
や

高
等

専
門

学
校

の
修

業
年

限
及

び
総

授
業

時
数

の
現

状
な

ど
を

踏
ま

え
な

が
ら

総
合

的
に

判
断

す
る

と
、

専
門

学
校

の
う

ち
、

「修
業

年
限

が
2年

以
上

で
総

授
業

時
数

が
17

00
時

間
以

上
の

も
の

」を
基

準
と

し
て

、
こ

れ
を

満
た

す
も

の
と

し
て

認
定

さ
れ

た
専

門
学

校
を

卒
業

し
た

者
に

つ
い

て
、

在
籍

し
た

学
科

の
分

野
や

履
修

内
容

を
考

慮
し

つ
つ

、
大

学
等

に
お

い
て

編
入

学
を

認
め

て
い

く
の

が
適

当
で

あ
る

。
な

お
、

大
学

等
の

教
育

は
、

各
大

学
等

に
お

い
て

そ
れ

ぞ
れ

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

基
づ

い
て

、
定

め
ら

れ
た

修
業

年
限

の
期

間
に

わ
た

っ
て

行
わ

れ
る

の
が

基
本

で
あ

り
、

各
大

学
等

に
お

け
る

編
入

学
者

の
受

け
入

れ
に

際
し

て
は

、
こ

の
点

に
十

分
留

意
し

つ
つ

、
既

修
得

単
位

等
の

認
定

、
在

学
す

べ
き

年
数

、
履

修
す

べ
き

科
目

等
に

つ
い

て
適

切
に

判
断

し
、

編
入

学
者

が
十

分
な

学
習

成
果

を
得

ら
れ

る
よ

う
に

し
て

い
く
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

ま
た

、
大

学
等

へ
の

編
入

学
資

格
の

認
定

を
受

け
た

専
門

学
校

の
卒

業
者

に
つ

い
て

は
、

学
位

授
与

機
構

に
お

け
る

学
士

の
学

位
授

与
の

基
礎

資
格

に
つ

い
て

も
あ

わ
せ

て
認

め
て

い
く
こ

と
と

す
る

の
が

適
当

で
あ

る
。
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専
門
学
校
修
了
者
の
大
学
へ
の
編
入
学
に
つ
い
て

○
全
国
学
校
法
人
立
専
門
学
校
協
会
が
実
施
し
た
『
専
門
学
校
修
了
者
「
大
学
編
入
学
」
調
査
（
平
成
２
６
年
度
）
』
に
よ
る
と
、
平
成
２
５
年
度
専
門

学
校
修
了
者
を
対
象
と
し
た
編
入
学
選
考
を
実
施
し
た
大
学
は
、
下
表
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

調
査
対
象
大
学
数

7
0
3
大
学

回
答
大
学
数

5
5
8
大
学

実
施
大
学
数

4
4
0
大
学

（
7
8
.
9
％
）

○
編
入
学
選
考
を
実
施
す
る
大
学
か
ら
2
0
大
学
を
抽
出
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た

文
部

科
学

省
に

よ
る

調
査

（
※

１
）
で

は
、

３
年

次
編

入
者

に
お

け
る

単

位
認

定
、

卒
業

の
状

況
は

以
下

の
と

お
り

で
あ

っ
た

。

短
期
大
学
か
ら
編
入

高
等
専
門
学
校
か
ら
編
入

専
門
学
校
か
ら
編
入

単
位
認
定
の
平
均
（
※
２
）

6
1
.
8
単
位

7
5
.
6
単
位

6
1
.
9
単
位

卒
業
率
（
※
３
）

7
2
.
0
％

8
9
.
3
％

6
9
.
4
％

○
ま

た
、

編
入

学
に

あ
た

っ
て

の
課

題
と

し
て

、

・
必

要
最

低
限

の
ガ

イ
ダ

ン
ス

実
施

等
の

サ
ポ

ー
ト

を
編

入
学

前
後

の
タ

イ
ミ

ン
グ

で
実

施
し

て
い

る
に

留
ま

り
、

そ
れ

以
外

に
特

別
な

支
援

は
で

き
て

い
な

い
。

・
編

入
生

の
学

生
生

活
や

学
習

サ
ポ

ー
ト

を
（
す

で
に

友
人

関
係

等
が

出
来

上
が

っ
た

と
こ

ろ
に

途
中

か
ら

入
る

の
で

、
周

り
と

ど
の

よ
う

に
馴

染
む

、
溶

け
込

ん
で

い
く
か

）
ど

の
よ

う
に

行
う

か
。

等
の

回
答

が
得

ら
れ

た
が

、
特

に
専

門
学

校
か

ら
の

編
入

学
に

関
す

る
課

題
に

つ
い

て
の

指
摘

は
な

か
っ

た
。

（
※
１
）
『
大
学
へ
の
編
入
学
に
関
す
る
調
査
』

◆
調
査

対
象

：
編

入
学

選
考

を
実
施

す
る

大
学

か
ら

、
国

公
私

立
20
大

学
を

抽
出

（
国

立
4大

学
、

公
立

2大
学

、
私

立
1
4大

学
）

◆
調
査

内
容

：
平

成
２

１
年

度
以
降

、
短

期
大

学
、

高
等

専
門

学
校
、

専
門

学
校

か
ら

の
編

入
学

生
の

受
入

れ
の

実
績

の
あ

る
学

部
を
対

象
に

、
各
年
度
の
受
入
れ
者
数
、
入
学
時
の
認
定
単
位
数
、
卒
業
の
状
況
を
調
査

◆
調
査

期
間

：
平

成
26

 年
1
1 
月

6 
日

～
平

成
26

 年
1
1 
月

11
 日

◆
調
査

方
法

：
ア

ン
ケ

ー
ト

方
式
（

電
子

メ
ー

ル
）

◆
回
収

率
：

95
％

（
国

立
4大

学
、

公
立

2大
学

、
私

立
1
3大

学
計

19
大

学
）

（
※
２
）
単
位
認
定
の
平
均

３
年

次
編

入
時

に
認

定
し

た
、
単

位
数

の
平

均
値

。
実

際
に

単
位
を

認
定

し
た

学
生

の
み

を
算

出
対

象
と

し
て

い
る

。

（
※
３
）
卒
業
率

３
年

次
編

入
後

、
２

年
の

在
学
期

間
で

卒
業

し
た

学
生

の
割

合
。
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